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区　分 当初予算額 前年度比較

国民健康保険事業 13,391,423千円 △0.3％

後期高齢者医療 1,021,871千円 6.2％

介護保険事業 9,652,743千円 8.4％

公共下水道事業 1,215,778千円 13.9％

下水道事業 40,328千円 △ 0.2％

輝北簡易水道事業 317,502千円 211.5％

合　　計 25,639,645千円 4.6％

●特別会計予算額の内訳

区分 当初予算額

収益的収入 1,662,073千円

収益的支出 1,439,603千円

資本的収入 13,256千円

資本的支出 832,328千円

●水道事業

③地域で支えあう健やかで心のかよう
　まちづくり　　　　 3億4,242万7千円

●地域生活支援事業
9,555万1千円

●放課後児童健全育成事業
8,397万9千円

●緊急雇用創出事業
812万7千円

●任意３ワクチン接種事業
1億5,477万円

④安全・安心な暮らしのあるまちづくり
1億1,744万8千円

●防災・行政・地域情報伝達
　システム整備事業

　 9,797万5千円
●自ら守る地域防災推進事業

1,065万5千円
●木造住宅耐震改修促進事業

279万6千円
●学校・家庭・地域の連携によ
る教育支援活動促進事業

231万3千円

①市民の声と力を生かすまちづくり
5,147万8千円

●地域コミュニティ
　基盤整備事業

953万1千円
●市民活動支援事業

877万6千円
●元気な地域づくり
　推進事業　　 　  600万円

●スポーツ施設設備
　整備事業　　 725万8千円

②地域を元気にする産業づくり
1億6,297万2千円

●地域資源6次産業化
　支援事業　  1,834万1千円
●次世代担い手
　育成支援事業     6,788万円
●農業経営基盤強化事業

665万5千円
●企業誘致推進事業

1,606万5千円

⑦未来の郷土を担うひとづくり
6億1,255万1千円

●花岡小中一貫校整備事業
5億4,199万2千円

●鹿屋東中学校
　図書館整備事業

3,395万円
●日韓青少年
　友好親善交流事業

310万7千円
●ふるさとかのやを
　誇れる人づくり事業

120万5千円

⑧人・モノ・情報を結び、付加価値の高い
　ネットワークづくり　     2,532万3千円

●かのやツーリズム運営事業
738万6千円

●スポーツ合宿まちづくり
　推進事業　　 819万1千円
●ふるさと納税活用・登山＆
トレッキング誘客促進事業

469万4千円
●かのや歴史探訪ロード
　整備事業　      464万9千円
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⑤快適な生活を支えるまちづくり
11億  330万円

●総合交通対策事業
8,131万6千円

●鹿屋市総合窓口導入事業
3,100万円

●鹿屋市建築基準法
　道路情報整備事業

900万3千円
●桜ヶ丘市営住宅建替事業

4億8,135万3千円

⑥自然と環境を大切にするふるさとづくり
2億8,196万9千円

●ごみ減量・リサイクル事業
　 4,751万7千円

●地球温暖化対策推進事業
1,815万7千円

●畜産環境対策強化事業
773万2千円

●小型合併処理浄化槽
　設置整備事業

2億856万3千円


